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二 次有機 エ ア ロ ゾル は BrownCar ．bon となりうるか ？

　　　　　　　　　：光学特性の 実験的 研究
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1，は じめ に

近年、短波長領域に 光吸収性を有する有機性炭素

”Brown 　Carbon”
が、大 気の放射収支 や光化 学過

程 に寄与を持つ 可能 性が指摘されて い る。”Brown

CarbQn ”

の 候補として 、フ ミン様物 質（HULIS ）や燃

焼で生 成するター
ル状物質、バイオエ ア ロ ゾルなど

があげられている。しか し、二 次 有機エ ア ロ ゾル の

光吸収特性に つ い て は ほとん ど研究がなされ て お

らず、二 次有機 エ ア ロ ゾル が
”Brown 　Carbon ”

とな

りうるか はよくわか っ て い ない 。そ こ で 、本 研 究で

は 、室 内実験 に より、二 次 生 成有機 エ ア ロ ゾル の

光学特性に つ い て調 べ た。

2．実験

図に実験装置の 概 略を示した 。 国立 環境研究所

の ス モ ッ グチ ャ ン バ ー
内 に 反 応ガ ス を導入 し、1）

NO ．存在下 での トル エ ンの 光酸化 や 、 2）オゾンーオ

レフ ィン 反応など 、 い くつ か の 反応 系に より有機 エ

ァ ロゾルを生成させ た 。 生成したエ ア ロゾルを、各

装置 に導入 し、エ ア ロ ゾル の 粒径分布 および 、 光

学特性をリア ル タイム で 計測 した 。 粒径分布 は 、

SPMS を用い て 測定した。光学特 性は、消散 、散

乱 、吸収係数および、そ の 波長依 存性をそれ ぞれ

羅
。mpl ，　gas

図 ，実 験 装置の 概略図

キャビティ リングダウン分光計（CRDS ）、ネフェ ロ メ

ー
タ、PSAP を用 いて測 定した。また、気 相成分 濃

度を FT−1R に よりモ ニ ターした 。

3．結果と考察

　 CRDS 、ネフェ ロメータ、PSAP により得られた消

散、散乱 、吸 収係 数を、同 時に測 定した エ ア ロ ゾル

粒径分布か ら見積もっ た全 粒子 断面積で 割ること

により、消散、散乱、吸収効率を得た 。 得られた消

散；散乱、吸収効率を粒径パ ラメータに対してプロ

ッ トした。Mie 散乱理論と比較するこ とに より、実験

データを最もよ く再現 する屈折率（n ）を決定 した 。 そ

の 結果 、トル エ ン tNOx 反応系で は 、n ＝ 1．420 ＋

0．006i （532 　nm ｝および 、
n ＝ 1．461 ＋ 0．012i （355

nm ）が 得 られ 、 屈折率の 虚数部が 有意な値 を有

し、光吸収をもつ ことが 明 らか となっ た 。 また、532

nm に比 べ て 、 355　nm で光吸収が大きくなることが

わか っ た 。

一方 、ア ル フ ァ ピネン 1オゾン 反応系で

は、光吸収が見 られなか っ た 。
ニ トロ フ ェ ノール 類

は 、 溶液中で 350nm 付近を極大とする強い 吸収

を有するこ とが 知られて い る。また、トル エ ン ／NOx

反応系で 生成するエ ア ロ ゾル には 、ニ トロ 芳香族化

合物が含まれ る［Sato　et 　al．，2007】こ とか ら、こ れら

の 化合 物に よる光吸収が 、観測 された光吸 収の 波

長依存性の 要因 として 考えられ る。

　得られ た結果か ら、 トル エ ン 1NOx 反応 系で 生成

するエ ア ロ ゾル の 質量吸収断 面積を見積もっ た 。

そ の 結 果 、355nm で は 、ブラッ クカ
ーボン粒子 の

1／15−1×20 程度の 質量 吸収断 面積を持 つ こ とが判

明した 。 この ことか ら、こ の ような光吸収性を有する

二 次有機 エ ア ロ ゾル が十分な濃度で存在する環境

下におい て は 、
二 次有機 エ ア ロ ゾル が紫外領域の

放射収支に 対して 寄与を持ちうるこ とが わか っ た 。
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